


















































































































































































































































































































A : E.W. Said， Orientalism， penguin books， 1991.原著は一九七八年に
、出版。
B : E.W. Said， Beginnings， Columbia University Press， 1985. 
C : E.W. Said， the World， the Text， and the Critic， Harvard Univer. 
sity Press， 1983. 
D : M. Foucault， Les mots et les choses， Editions Gal1imard， 1ω96“6. 
E : J工.Der汀rida偽， L，d釘critωure匂 et la di.ぴffeJ
F: 青木保『文化の否定性~ (中央公論社、一九八八年〉
G: ジュリア・クリステヴァ『外国人~ (池田和子訳、法政大学出版局、一九
九十年〉
A、B、D、Bの次の邦訳を参考にさせていただき、多くのことを教えられ
まし7こ。
「オリエンタリズム~ (今沢紀子訳、平凡社、一九八六年〉、『始まりの現象H山
形和美他訳、法政大学出版局、一九九二年)、『言葉と物~ (渡辺一民他訳、新
潮社、一九七四年〉、『エグリチューノレと差異~ (野村英夫他訳、法政大学出版
局、一九八三年〉の下巻に収められた論文「人文科学の言語表現における構造
と記号とゲー ム」。
この論文は大阪カント・アーベント第二十回例会(一九九二年七月十一日、
大阪大学〉での口頭発表に加筆したものである。
(大阪府立工業高等専門学校非常勤講師〉
